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３ 要旨

 ほ場整備の工事を実施した後の田面は、３年程度経過しないと均平精度が安定しないと言われおり、ま
た、安定する時期は、水田の土壌タイプにより違いがあることも知られている。 そこで、福島県における
代表的な土壌タイプである灰褐色土壌マンガン型：61型、黒色土壌壌土腐植型：72型、黄褐色土壌強粘
土型：81型、礫層土壌粘土型：91型の４タイプを調査し、均平精度の安定する時期の検証を行った。

(1) 91型は工事実施後経過１年、81型は経過２年、61・72型は経過３年で田面の均平精度が安定し、
表土下の基盤も安定することが判明した。

(2) 均平度が安定した時期の基盤の土壌硬度値は、61・81・91型で0.5MPa、72型で 0.4MPa以上を示
しているので、この値を基盤造成時の基盤管理指標値とすることができると考えられた。すなわち、
基盤造成時にこの指標値を満たすように工事を行うことにより、工事実施後短期間で均平精度を安
定させることが可能となる。
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